
掲
載
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
具
慶
研
究
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

（
註
２
）。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
作
品
紹
介
を
兼
ね
つ
つ
本
作
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
も
考

察
を
試
み
、
今
後
の
具
慶
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

一
、
作
品
概
要

　

は
じ
め
に
、
本
作
の
概
要
を
確
認
す
る
。

　
　
　

品
質
形
状　

紙
本
着
色　

屛
風
装

　
　
　

員
数　

六
曲
一
双

　
　
　

本
紙
寸
法　
（
各
）七
五
．
四
㎝
×
二
六
五
．
八
㎝

　
　
　

款
記
「
法
橋
具
慶
筆
」

　
　
　

印
章
「
和
画
之
住
吉
」（
朱
文
方
印
）

　

縦
七
五
．
四
㎝
の
小
屛
風
で
、
書
付
等
は
付
属
せ
ず
、
伝
来
や
岩
﨑
家
が
入
手
し
た
時

期
は
不
明
で
あ
る
。
金
雲
は
雲
形
の
中
に
砂
子
を
撒
い
た
上
に
切
箔
を
重
ね
、
す
や
り
霞

は
砂
子
で
表
し
て
い
る
。
落
款
は
、
右
隻
第
一
扇
と
左
隻
第
六
扇
の
下
部
に
あ
る【
挿
図
１
．

２
】。
印
章
は
不
鮮
明
な
が
ら
、
他
の
具
慶
作
と
比
較
し
て
「
和
画
之
住
吉
」
印
と
特
定
で

き
る
。

　

右
隻
に
第
五
帖「
若
紫
」、
第
六
帖「
末
摘
花
」、
第
九
帖「
葵
」、
左
隻
に
第
十
四
帖「
澪

標
」、
第
十
九
帖
「
薄
雲
」、
第
二
十
一
帖
「
少
女
」
の
計
六
場
面
を
描
く
。
各
隻
と
も
に
、

お
お
よ
そ
二
扇
に
一
場
面
を
配
し
、
右
方
か
ら
左
方
に
向
か
っ
て
四
季
が
展
開
す
る
。
右

隻
の
「
若
紫
」
と
「
末
摘
花
」
が
春
、「
葵
」
が
夏
、
左
隻
の
「
澪
標
」
が
秋
、「
薄
雲
」

と
「
少
女
」
が
冬
の
景
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
各
場
面
の
内
容
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
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本
稿
で
は
、
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
の
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（【
口
絵

18
・
19
】以
下
、
本
作
）を
紹
介
す
る
。

　

住
吉
派
は
、
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）に
土
佐
派
か
ら
分
派
し
た
や
ま
と
絵
の
流
派
で
あ

る
。
初
代
の
如
慶（
一
五
九
八
～
一
六
七
〇
）の
長
男
と
し
て
誕
生
し
た
具
慶
は
、
そ
の
二

代
目
を
継
承
し
、
は
じ
め
は
広
純（
の
ち
に
広
澄
）と
名
乗
り
、
如
慶
と
と
も
に
京
都
を
拠

点
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
延
宝
二
年（
一
六
七
四
）に
剃
髪
し
て
具
慶
と
号
し
、
同
年
に

法
橋
と
な
る
。
天
和
三
年（
一
六
八
三
）に
は
、
江
戸
に
召
し
出
さ
れ
て
十
人
扶
持
を
与
え

ら
れ
、
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）に
幕
府
の
奥
絵
師
に
就
任
す
る
。
元
禄
四
年（
一
六
九
一
）

に
法
眼
と
な
り
、
宝
永
二
年（
一
七
〇
五
）に
七
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。

　

王
朝
文
学
を
題
材
と
し
た
作
品
を
数
多
く
手
が
け
た
具
慶
で
あ
る
が
、
源
氏
絵
の
遺
品

に
つ
い
て
は
、
本
作
を
除
き
以
下
の
五
件
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

①
「
源
氏
物
語
絵
巻
」　

五
巻　

紙
本
着
色

　
　
　

成
立　

延
宝
二
年（
一
六
七
四
）以
前　

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵

　

②
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」　

一
巻　

絹
本
着
色

　
　
　

成
立　

延
宝
二
年
～
五
年
九
月（
註
１
）　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵

　

③
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」　

一
巻　

絹
本
着
色

　
　
　

成
立　

延
宝
二
年
～
六
年
六
月　
　

東
京
国
立
博
物
館
蔵

　

④
「
源
氏
物
語
画
帖
」　

一
帖　

絹
本
着
色　

　
　
　

成
立　

法
橋
期（
一
六
七
四
～
九
一
）　

石
山
寺
蔵

　

⑤
「
源
氏
物
語
図
屛
風　

若
菜
上
・
下
」　

六
曲
一
双　

紙
本
着
色

　
　
　

成
立　

法
橋
期（
一
六
七
四
～
九
一
）　

根
津
美
術
館
蔵

こ
の
う
ち
、
屛
風
絵
の
作
例
と
し
て
は
⑤
「
源
氏
物
語
図
屛
風　

若
菜
上
・
下
」
が
よ
く

知
ら
れ
る
。
当
館
の
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」
に
つ
い
て
は
、
図
録
等
の
刊
行
物
に
図
版
が

〈
作
品
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」

藤
田　
紗
樹
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【
右
隻
】

（
１
）第
一
・
二
扇　

第
五
帖
「
若
紫
」

　

北
山
の
僧
都
の
も
と
で
瘧
病
の
療
養
を
し
て
い
た
光
源
氏
が
、
病
癒
え
、
迎
え
に
き
た

公
達
ら
と
美
し
い
桜
の
木
の
下
で
小
宴
を
催
す
場
面
を
描
く【
挿
図
３
】。
国
宝
「
源
氏
物

語
絵
巻
」
と
一
具
で
あ
っ
た
「
若
紫
断
簡
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
も
採
ら
れ
る
古
く

か
ら
描
か
れ
て
き
た
場
面
で
あ
る
。

　

物
語
本
文（
註
３
）と
対
照
す
る
と
、
本
場
面
は
本
文
を
忠
実
に
絵
画
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
美
し
く
咲
く
桜
や
「
落
ち
来
る
水
の
さ
ま
な
ど
、
ゆ
ゑ
あ
る
滝
」
と
い
っ
た
景
観
描

写
を
は
じ
め
、
人
物
描
写
で
は
、
笛
を
吹
く
頭
中
将
、
扇
を
手
に
謡
う
弁
の
君
、
篳
篥
を
吹

く
随
身
、
笙
を
持
つ
「
す
き
者
」、
岩
に
寄
り
か
か
る
光
源
氏
、
源
氏
に
琴
の
一
曲
を
所
望

す
る
僧
都
な
ど
、
こ
の
場
面
の
登
場
人
物
や
印
象
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
を
余
す
こ
と
な
く
採
用

し
て
い
る
。
比
較
的
近
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
狩
野
探
幽
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
皇
居
三
の

丸
尚
蔵
館
蔵
、
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）成
立
）【
挿
図
４
】や
醍
醐
冬
基（
一
六
四
八
～
九
七
）

「
源
氏
手
鑑
」（
兵
庫
・
随
願
寺
蔵
）の
「
若
紫
」
も
同
場
面
を
描
く
が
、
本
作
は
い
ず
れ
の
作

よ
り
も
描
か
れ
た
人
物
の
数
が
多
く
、
管
絃
の
遊
び
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
が
よ
く
表
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
光
源
氏
、
頭
中
将
、
僧
都
、

笙
を
吹
く
人
物
、
そ
の
傍
ら
に
描
か
れ
た

狩
衣
姿
の
人
物
の
五
人
の
姿
態
は
、
探
幽

の
屛
風
と
極
め
て
近
い
。
こ
の
よ
う
な
図

様
が
「
若
紫
」
図
の
定
型
と
し
て
流
布
し

て
お
り
、
探
幽
・
具
慶
と
も
に
そ
れ
を
参

照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
２
）第
三
・
四
扇　

第
六
帖
「
末
摘
花
」

　

本
場
面
は
、
光
源
氏
と
頭
中
将
が
、
牛

車
に
同
乗
し
て
常
陸
宮
邸
（
末
摘
花
の
邸

宅
）
か
ら
左
大
臣
邸
に
向
か
う
様
子
を
描

く【
挿
図
５
】。

　

前
後
の
物
語
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で

挿図３　右隻「若紫」部分

挿図４　狩野探幽「源氏物語図屏風」　「若紫」部分
　　　　皇居三の丸尚蔵館蔵

挿図５　右隻「末摘花」部分

挿図１　右隻　落款挿図２　左隻　落款



　

同
じ
場
面
を
描
く
作
に
は
、
土
佐
光
起
「
源
氏
物
語
扇
面
」（
個
人
蔵
）（
註
４
）、
住
吉
如

慶
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
石
山
寺
蔵
）、
具
慶
筆
の
①
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
が
あ
る
。
た
だ

し
、
光
起
や
如
慶
の
作
に
は
梅
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
梅
を
配
し
た
の
は
注
文
主
に
よ
る

指
示
、
あ
る
い
は
具
慶
に
よ
る
創
意
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（
３
）第
五
・
六
扇　

第
九
帖
「
葵
」

　

紫
の
君
を
賀
茂
祭
に
連
れ
出
そ
う
と
、
光
源
氏
が
手
ず
か
ら
そ
の
髪
を
削
ぐ
場
面
で
あ

る【
挿
図
７
】。

　

同
場
面
を
描
い
た
源
氏
絵
の
遺
品
は
室
町
時
代
に
遡
り
、「
源
氏
物
語
図
」（
京
都
国
立
博

物
館
蔵　

A
甲
5
9
5
）
や
「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
」（
個
人
蔵
）、
源
氏
絵
制
作
に
あ
た
っ

て
の
図
様
指
示
書
と
み
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
絵
詞
』（
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）（
註
５
）

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
近
世
に
至
っ
て
は
、
宗
達
派
に
よ
る
団
家
本
お
よ
び
藤
井
家
本

「
源
氏
物
語
絵
」
や
狩
野
氏
信
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
個
人
蔵
）、
版
本
の
『
絵
入
源
氏
物

語
』
な
ど
の
作
例
が
あ
り
、
画
派
や
時
代
を
超
え
て
描
き
継
が
れ
て
き
た（
註
６
）。

　

室
内
に
は
、
光
源
氏
と
紫
の
君
に
加
え
、
五
人
の
女
性
た
ち
が
い
る
。
画
面
上
部
に
は

遣
水
の
あ
る
庭
が
描
か
れ
る
。
画
面
左
の
御
簾
を
あ
げ
た
戸
口
か
ら
は
、
香
炉
や
冊
子

本
、
巻
子
が
置
か
れ
た
螺
鈿
の
飾
棚
や
漆
塗
の
衣
装
箱
が
の
ぞ
く
。
紫
の
君
は
、
碁
盤
の

上
に
乗
り
、
撫
子
の
描
か
れ
た
檜
扇
を
か
ざ
し
て
振
り
返
る（
註
７
）。
光
源
氏
は
、
紫
の

君
の
背
側
に
坐
し
、
右
手
に
鋏
を
持
っ
て
そ
の
長
く
豊
か
な
黒
髪
の
裾
に
手
を
添
え
て
い

る
。
二
人
の
傍
ら
に
は
、
葵
の
葉
や
櫛
な
ど
が
置
か
れ
た
台
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、『
源
氏
物
語
絵
詞
』
の
同
場
面
の
指
示
書
き
に
「
こ
ば
ん
あ
ふ
ひ
か
み
に
つ
ゝ
み
て

あ
る
へ
し
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
片
桐
弥
生
氏
は
、
こ
れ
を
「
碁
盤
と
紙
に
包
ん

だ
葵
を
描
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
示
」
と
解
釈
す
る
が（
註
８
）、
先
に
挙
げ
た
室
町
時

代
成
立
の
個
人
蔵
「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
」
で
は
、
紫
の
君
の
髪
に
葵
の
葉
が
飾
ら
れ
て

お
り
、
本
作
で
も
櫛
の
傍
ら
に
葵
が
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
」
や

本
作
で
は
、「
か
み
」を「
髪
」と
解
し
、
葵
を
髪
飾
り
と
し
て
描
い
た
の
だ
と
み
ら
れ
る
。

後
ろ
姿
の
女
房
が
捧
げ
持
つ
角
盥
に
は
水
が
張
ら
れ
、
植
物
の
葉
が
浮
い
て
い
る
。
こ
れ

は『
長
秋
記
』長
承
三
年（
一
一
三
四
）十
二
月
五
日
の
親
王
た
ち
の
髪
削
ぎ
の
記
録
に「
御

手
洗
入
吉
方
石
幷
山
菅
山
橘
」と
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
紫
の
君
の
対
面
に
い
る
女
性
は
、
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挿図６　右隻「末摘花」部分

挿図７　右隻「葵」部分

あ
る
。
光
源
氏
は
、
乳
母
子
の
大
輔
命
婦
か
ら
、
故
常
陸
宮
の
姫
・
末
摘
花
の
噂
を
聞

く
。
十
六
夜
の
月
が
美
し
い
頃
、
光
源
氏
は
大
輔
の
手
引
き
で
末
摘
花
の
も
と
を
訪
ね
、

彼
女
の
琴
の
演
奏
を
聴
い
た
。
光
源
氏
が
部
屋
を
出
る
と
、
琴
の
音
を
立
ち
聞
き
す
る
た

め
、
身
を
や
つ
し
て
物
陰
に
隠
れ
て
い
た
頭
中
将
を
見
つ
け
た
。
光
源
氏
は
頭
中
将
を
か

ら
か
い
、
気
分
の
良
く
な
っ
た
二
人
は
、
一
車
で
笛
を
吹
き
合
わ
せ
な
が
ら
左
大
臣
邸
に

向
か
っ
た
。

　

牛
車
の
中
に
は
、
御
簾
で
顔
が
隠
さ
れ
た
白
直
衣
姿
の
光
源
氏
が
お
り
、
笛
を
手
に
し

て
い
る
。
物
見
窓
か
ら
は
、
狩
衣
姿
の
頭
中
将
の
横
顔
が
見
え
る
。
光
源
氏
ら
一
行
の
上

方
に
は
、
常
陸
宮
邸
が
配
さ
れ
る
。
金
雲
の
合
間
か
ら
の
ぞ
く
檜
皮
葺
の
屋
根
は
、
棟
瓦

が
崩
れ
、
零
落
し
た
貴
族
の
屋
敷
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る【
挿
図
６
】。
屋
根
の
傍

ら
か
ら
花
を
咲
か
せ
た
梅
の
枝
が
伸
び
る
の
は
、
物
語
中
で
末
摘
花
が
「
梅
の
香
を
か
し

き
を
見
出
だ
し
て
も
の
し
た
ま
ふ
」
と
い
う
内
容
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
屋

根
の
上
に
配
さ
れ
た
ひ
と
き
わ
目
立
つ
銀
色
の
月
は
、
物
語
で
「
十
六
月
の
を
か
し
き
ほ

ど
に
」
や
「
月
の
を
か
し
き
ほ
ど
」
と
、
月
の
美
し
さ
が
繰
り
返
し
叙
述
さ
れ
る
こ
と
を

踏
ま
え
た
描
写
と
み
ら
れ
る
。
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こ
の
場
面
の
中
で
唯
一
裳
を
着
用
し
て
い
な
い
。
物
語
本
文
に
は
、
光
源
氏
が
髪
削
ぎ
す

る
の
を
、
紫
の
君
の
乳
母
で
あ
る
少
納
言
が
「
あ
は
れ
に
か
た
じ
け
な
し
」
と
思
い
な
が

ら
見
守
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
た
め
、
紫
の
君
の
乳
母
・
少
納
言
と
み
ら
れ
る
。

【
左
隻
】

（
４
）第
一
・
二
扇　

第
十
四
帖
「
澪
標
」

　

光
源
氏
は
須
磨
と
明
石
で
の
暮
ら
し

に
守
護
を
得
た
こ
と
へ
の
願
ほ
ど
き
の

た
め
、
住
吉
社
に
詣
で
る
。
同
じ
時
、

明
石
の
君
は
船
で
参
詣
に
き
て
い
た
が
、

そ
の
華
や
か
な
光
景
に
圧
倒
さ
れ
、
参

詣
せ
ず
に
引
き
返
し
た
。

　

第
一
扇
か
ら
第
三
扇
の
半
ば
に
か
け

て
、
住
吉
の
浜
辺
の
景
を
俯
瞰
的
に
描

く
【
挿
図
８
】。
第
一
扇
の
海
上
に
は
、

明
石
の
君
の
一
行
が
乗
る
船
が
描
か
れ
、

女
性
三
人
、
男
性
六
人
の
姿
が
確
認
で

き
る
。
第
二
扇
か
ら
第
三
扇
に
ま
た
が

る
形
で
住
吉
社
の
社
殿
が
配
さ
れ
、
社

殿
の
前
に
は
鳥
居
と
太
鼓
橋
が
描
か
れ

る
。
社
殿
の
周
辺
に
は
、
住
吉
社
の
神

人
と
思
わ
れ
る
白
丁
の
人
々
ら
が
集
う
。

第
一
扇
か
ら
第
二
扇
に
か
け
て
、
住
吉

社
の
方
へ
向
か
っ
て
、
浜
辺
の
松
原
の

間
を
進
む
光
源
氏
の
一
行
が
描
か
れ
る
。

束
帯
姿
の
貴
族
た
ち
の
先
頭
に
立
つ
の

が
光
源
氏
で
あ
ろ
う
。
一
行
の
中
に
は
、

振
り
返
っ
て
明
石
の
君
の
船
に
視
線
を

遣
る
も
の
が
い
る
。
参
列
す
る
貴
族
た

ち
の
袍
の
色
は
、
物
語
本
文
に
「
松
原
の
深
緑
な
る
に
、
花
紅
葉
を
こ
き
散
ら
し
た
る
と

見
ゆ
る
袍
衣
の
濃
き
薄
き
数
知
ら
ず
」と
あ
る
よ
う
に
様
々
で
あ
る
。
行
列
の
前
方
に
は
、

愛
ら
し
い
童
随
身
が
六
人
い
る
。
童
随
身
の
装
束
は
、
物
語
本
文
で
「
馬
副
、
童
の
ほ
ど

み
な
つ
く
り
あ
は
せ
て
」
と
揃
い
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
で
は
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
る
文
様
と
色
合
い
の
装
束
を
身
に
着
け
て
い
る【
口
絵
20
】。
こ
の
表
現
は
如
慶

に
は
じ
ま
る
よ
う
で
、
如
慶
筆
の
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
「
澪
標
」

で
も
童
随
身
の
装
束
は
各
人
で
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
近
世
初
期
の
土
佐
派
に
よ
る
源

氏
絵
や
、
俵
屋
宗
達
「
源
氏
物
語
関
屋
澪
標
図
屛
風
」（
当
館
蔵
）
な
ど
で
は
、
揃
い
の
装

束
で
描
か
れ
て
い
る
。

（
５
）第
三
・
四
扇　

第
十
九
帖
「
薄
雲
」

　

明
石
の
君
は
、
光
源
氏
の
求
め
に
よ
っ
て
、
須
磨
を
離
れ
て
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
姫

君
と
と
も
に
上
洛
し
、
大
堰
の
山
荘
で
過
ご
し
て
い
た
。

　

画
面
上
部
に
大
堰
川
、
そ
の
下
部
に
山
荘
を
配
す
る
。
山
荘
の
塀
の
一
部
は
崩
れ
、
骨
組

み
が
の
ぞ
く
。
地
面
や
屋
根
は
一
面
雪
で
覆
わ
れ
、
樹
木
に
も
雪
が
積
も
っ
て
い
る
。
山
荘

の
中
に
は
二
人
の
女
性
と
童
が
い
る
【
口
絵
21
】。
明
石
の
君
た
ち
が
大
堰
に
移
っ
た
の
は
第

十
八
帖
「
松
風
」
で
の
出
来
事
で
あ
る
が
、
雪
景
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
堰
で
の
冬
の
出
来

事
を
記
す
「
薄
雲
」
の
場
面
と
判
断
で
き
る
。
大
堰
を
舞
台
と
し
た
場
面
で
は
、
姫
君
を
光

源
氏
に
引
き
渡
す
シ
ー
ン
を
描
く
作
例
が
多
く
、
珍
し
い
場
面
選
択
と
言
え
よ
う
。
物
語

本
文
で
は
、
明
石
の
君
の
装
束
に
つ
い
て
、「
白
き
衣
ど
も
の
な
よ
よ
か
な
る
あ
ま
た
着
て
」

と
描
写
さ
れ
て
い
る
た
め
、
白
い
唐
衣
を
着
け
、
袖
で
口
元
を
隠
し
て
い
る
の
が
明
石
の
君

で
あ
る
。
後
ろ
姿
の
人
物
が
乳
母
、
そ
の
間
に
い
る
童
は
姫
君
で
、
明
石
の
君
と
乳
母
が
歌

を
詠
み
交
わ
す
場
面
と
考
え
ら
れ
る
。
姫
君
は
左
手
を
挙
げ
、
明
石
の
君
に
触
れ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
物
語
本
文
に
は
こ
の
愛
ら
し
い
し
ぐ
さ
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、
人
物

の
細
や
か
な
動
作
を
描
き
だ
す
事
に
長
け
た
具
慶
に
よ
る
創
意
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
６
）第
五
・
六
扇　

第
二
十
一
帖
「
少
女
」

　

五
節
の
舞
姫
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
惟
光
の
娘
の
介
添
の
童
女
を
選
び
出
す
た
め
、
候

補
と
な
る
女
童
た
ち
を
二
条
院
に
集
め
、
童
女
御
覧
の
予
行
演
習
を
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

挿図８　左隻「澪標」部分
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髪
上
げ
を
し
て
唐
装
束
を
ま
と
っ
た
女
童
六
人
が
、
右
方
か
ら
縁
を
歩
い
て
参
入
す
る

さ
ま
を
描
く
。
最
後
尾
の
女
童
は
準
備
の
最
中
と
い
っ
た
様
子
で
、
介
添
え
の
束
帯
姿
の

男
性
が
傍
ら
に
二
人
い
る【
挿
図
９
】。
一
人
は
女
童
の
頭
に
挿
頭
の
花
を
つ
け
た
天
冠
を

被
せ
、
も
う
一
人
は
着
衣
を
直
し
て
い
る
。
光
源
氏
は
室
内
の
奥
に
坐
し
、
そ
の
顔
は
隠

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
左
方
に
は
、
屛
風
を
背
に
し
て
四
人
の
公
達
が
坐
し
、
参
入
す
る
女

童
た
ち
を
見
て
い
る
。

　

本
場
面
は
如
慶
以
降
に
住
吉
派
の
源
氏
絵
で
よ
く
採
ら
れ
て
い
る
場
面
で
、
右
隻
の

「
末
摘
花
」
と
同
様
に
、
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
石
山
寺
蔵
）お
よ
び
具
慶
の
①
「
源

氏
物
語
絵
巻
」
で
も
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
作
に
描
か
れ
た
場
面
と
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
き
た
。
場
面
に
つ
い
て
は
、

左
隻
の
「
薄
雲
」
を
除
き
、
い
ず
れ
も
先
行
す
る
作
品
の
図
様
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
具

慶
に
よ
る
創
意
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
確
認
で
き
た
。「
薄
雲
」
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
場
面
を
描
い
た
先
行
作
例
を
参
照
し
た
可
能
性
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

全
体
の
表
現
と
し
て
は
、
四
季
の
季
節
感
を
象
徴
す
る
景
物
を
巧
み
に
添
え
て
い
る
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
右
隻
の
「
葵
」
の
場
面
で
は
、
庭
に
は
夏
の
花
で
あ
る
鬼
百
合
や
撫
子
な

ど
の
夏
草
を
配
し
、
紫
の
君
が
持
つ
檜
扇
や
女
房
の
装
束
に
は
、
さ
り
げ
な
く
撫
子
や
葵
の

葉
の
文
様
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
②
・
③
の「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」第
二
段「
常

夏
」
の
場
面
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
左
隻
の
「
澪
標
」
で
は
、
松
原
の
中
に
鮮
や
か
に
紅

葉
し
た
楓
の
樹
が
混
じ
る
。
同
時
期
の
土
佐
派
の
源
氏
絵
で
は
浜
松
の
み
を
描
く
も
の
が
多

い
が
、
秋
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
に
添
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う（
註
９
）。

　

場
面
選
択
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
若
紫
」
は
病
平
癒
の
祝
い
の
宴
、「
葵
」
は
髪
削
ぎ
、

「
澪
標
」
は
願
ほ
ど
き
な
ど
、
祝
賀
の
場
面
が
選
択
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
幼
い
童
が
登

場
す
る
場
面
が
半
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
具
慶
に
よ
る
⑤
「
源
氏
物

語
図
屛
風　

若
菜
上
・
下
」
は
婚
礼
調
度
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（
註
10
）、

同
じ
く
四
季
絵
の
性
格
を
併
せ
持
つ
源
氏
絵
で
あ
る
②
・
③
の「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」

の
「
若
菜
上
」
の
詞
書
は
、
物
語
本
文
か
ら
長
寿
を
寿
ぐ
箇
所
を
抄
出
し
て
い
る
。
本
作

も
、
婚
礼
や
出
産
な
ど
の
慶
事
に
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
、
成
立
時
期
に
つ
い
て

　
「
法
橋
具
慶
筆
」
の
落
款
か
ら
、
本
作
の
成
立
が
具
慶
が
法
橋
で
あ
っ
た
延
宝
二
年
～

元
禄
四
年（
一
六
七
四
～
九
一
）の
間
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
他
の

具
慶
作
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
成
立
時
期
を
よ
り
絞
り
こ
ん
で
み
た
い
。
な
お
、
具
慶
の

作
品
を
通
覧
す
る
と
、
説
話
や
縁
起
を
扱
っ
た
作
品
と
王
朝
文
学
を
扱
っ
た
作
品
で
は
、

貴
顕
の
面
貌
表
現
が
異
な
る
た
め
、
画
風
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
本
稿
の
冒
頭
で
挙
げ
た

五
件
の
源
氏
絵
作
品
と
の
比
較
に
限
定
す
る
。
画
帖
や
絵
巻
と
い
っ
た
小
型
の
作
品
と
屛

風
絵
で
は
厳
密
な
比
較
は
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、
絵
師
の
筆
癖
を
読
み
取
る
こ
と
は
可

能
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

は
じ
め
に
人
物
の
面
貌
表
現
に
注
目
す
る
。
貴
族
た
ち
は
、
人
物
を
小
さ
く
描
く
「
澪

標
」
を
除
き
、
上
瞼
と
下
瞼
の
線
を
薄
墨
で
引
い
て
上
瞼
の
み
濃
墨
線
を
重
ね
る
。
こ
れ

は
具
慶
作
に
共
通
す
る
描
法
で
あ
る
。
鼻
は
「
く
」
の
字
型
の
鉤
鼻
に
近
い
人
物
と
、
小

鼻
を
明
確
に
描
い
た
人
物
が
混
在
し
、
同
様
の
特
徴
は
③
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」
に

も
看
取
さ
れ
る
。
法
橋
就
任
以
前
の
作
で
あ
る
①
「
源
氏
物
語
絵
巻
」、
そ
し
て
法
橋
就

任
か
ら
ほ
ど
な
く
の
制
作
で
あ
る
②
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」
で
は
、
人
物
の
黒
目
は

本
作
よ
り
も
小
さ
く
、
鼻
は
一
様
に
鉤
鼻
で
あ
る（
註
11
）。

　

ま
た
、
そ
の
出
来
映
え
か
ら
、
画
業
の
成
熟
期
の
作
と
目
さ
れ
る
⑤
「
源
氏
物
語
図
屛
風　

挿図９　左隻「少女」部分
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若
菜
上
・
下
」
で
は（
註
12
）、
本
作
に

比
し
て
、
顔
全
体
に
対
す
る
目
鼻
の
パ

ー
ツ
が
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。
例
え

ば
、
男
性
貴
族
を
比
較
す
る
と
、
本
作

左
隻
の
「
少
女
」
の
屛
風
の
前
に
坐
す

公
達
【
挿
図
10
】
と
⑤
の
左
隻
で
舞
を

鑑
賞
す
る
貴
族
た
ち
【
挿
図
11
】
で
は
、

後
者
の
方
が
目
鼻
が
大
き
く
、
鼻
梁
線

は
カ
ー
ブ
し
、
小
鼻
を
表
し
て
い
る
。

こ
れ
は
女
性
の
面
貌
表
現
に
つ
い
て
も

同
様
で
あ
る
。

　
「
末
摘
花
」
に
描
か
れ
た
従
者
た
ち
【
挿
図
12
】
は
、
具
慶
画
に
よ
く
み
ら
れ
る
頬
骨
が

張
り
、
大
き
な
鷲
鼻
の
人
物
が
多
い
が
、
穏
や
か
な
表
情
は
父
・
如
慶
の
晩
年
の
作
に
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
⑤
「
源
氏
物
語
図
屛
風　

若
菜
上
・
下
」
の
左
隻

に
描
か
れ
た
従
者
た
ち
【
挿
図
13
】
は
、
輪
郭
や
鼻
の
形
は
同
様
の
特
徴
を
示
し
な
が
ら

も
、
左
右
の
目
の
間
隔
が
狭
く
黒
目
勝
ち
で
、
ア
ク
の
強
い
面
貌
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
落
款
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
本
作
に
捺
さ
れ
る
「
和
画
之
住
吉
」
朱
文
方
印
は
、

法
橋
就
任
以
前
の
作
で
あ
る
「
田
園
都
市
風
俗
図
」（
奈
良
・
円
照
寺
蔵
）
お
よ
び
「
六
歌

仙
絵
巻
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）、
法
橋
期
の
作
で
は
②
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」
に
加
え
、

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
成
立
の
「
元
三
大
師
縁
起
絵
巻
」（
寛
永
寺
蔵
）、
延
宝
八
年
成
立

の
「
慈
眼
大
師
縁
起
絵
巻
」（
寛
永
寺
蔵
）、「
在
原
業
平
観
梅
図
」（
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
）
な

ど
に
確
認
で
き
る
。「
在
原
業
平
観
梅
図
」
の
制
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品

を
除
け
ば
、「
和
画
之
住
吉
」
印
の
使
用
が
、
画
業
の
前
半
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
具
慶
の
印
章
の
使
い
分
け
に
は
不
明
な
点
も
多
く
、
款
記
の
書
風
の
変
遷

に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
で
は
あ
る
が
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
本
作
の
款
記
は
、

「
住
吉
画
所
」
朱
文
方
印
を
捺
す
③
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」【
挿
図
14
】、「
広
澄
」
白

文
方
印
を
捺
す
「
富
士
見
業
平
図
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
）【
挿
図
15
】
や
「
源
氏

物
語　

朧
月
夜
の
君
図
」（
福
岡
市
博
物
館
）【
挿
図
16
】
の
も
の
に
近
い
よ
う
に
見
え
る
。

ま
た
、
法
眼
時
代
の
款
記
は
、「
法
」
の
四
・
五
画
目
の
「
十
」
の
部
分
が
法
橋
時
代
の

挿図12　右隻「末摘花」部分

挿図13　住吉具慶「源氏物語図屏風　
　　　　若菜上・下」左隻　部分
　　　　根津美術館蔵

挿図14　住吉具慶「源氏物語四季賀絵巻」落款　東京国立博物館
挿図15　住吉具慶「富士見業平図」落款　和泉市久保惣記念美術館蔵
挿図16　住吉具慶「源氏物語　朧月夜の君図」落款　福岡市博物館蔵
挿図17　住吉具慶「柿本人麻呂図」落款　福岡市博物館蔵

挿図10　左隻「少女」部分

挿図11　住吉具慶「源氏物語図屏風　
　　　　若菜上・下」左隻　部分　
　　　　根津美術館蔵

挿図14挿図15挿図16挿図17
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字
に
比
べ
て
大
き
く
、「
慶
」
の
三
画
目
の
払
い
が
長
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
の
萌
芽

が
看
取
さ
れ
る
法
橋
期
の
作
に
は
、「
柿
本
人
麻
呂
図
」（
福
岡
市
博
物
館
蔵
）【
挿
図
17
】が

あ
る
。
し
か
し
、
本
作
の
款
記
に
は
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
の
画
風
と
落
款
の
検
討
結
果
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
本
作
の
成
立
は
、

法
橋
前
半
期
と
見
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
作
は
具
慶
の
源
氏
絵
の
優
品
と
し
て
、

さ
ら
に
は
現
存
作
例
の
少
な
い
住
吉
派
の
屛
風
絵
形
式
の
源
氏
絵
の
遺
品
と
し
て
、
今
後

の
源
氏
絵
研
究
に
欠
か
せ
な
い
作
と
な
る
で
あ
ろ
う
。（

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館　

学
芸
員
）

（
註
１
）　
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」
は
、
詞
書
筆
者
の
生
没
年
か
ら
、
②
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
本
が
延
宝
二
～

五
年
（
一
六
七
四
～
七
七
）
九
月
、
③
東
京
国
立
博
物
館
本
が
延
宝
二
年
～
六
年
（
一
六
七
四
～
六

八
）六
月
の
間
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
榊
原
悟
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る（
榊
原
悟「
住
吉
派『
源

氏
絵
』
解
題
─
附
諸
本
詞
書
─
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
論
集
』
三
、
一
九
八
九
年
十
二
月
））。

（
註
２
）　

図
録
『
平
安
文
学
、
い
と
を
か
し　

─
国
宝
「
源
氏
物
語
関
屋
澪
標
図
屛
風
と
王
朝
美
の
あ
ゆ
み
』

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
二
〇
二
四
年
十
一
月
）
に
も
全
図
及
び
部
分
図
を
掲
載
し
て
い
る
た
め
参

照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
本
図
録
に
お
い
て
法
量
の
記
載
に
誤
り
が
あ
っ
た
。
お
詫
び
の
上
、
記
し

て
訂
正
す
る
。

（
註
３
）　

本
稿
に
お
け
る
物
語
本
文
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）に
よ
る
。

（
註
４
）　

知
念
理
「
土
佐
光
起
の
「
源
氏
物
語
扇
面
」」（
図
録
『
土
佐
派
と
住
吉
派　

や
ま
と
絵
の
荘
重
と

軽
妙
』
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
）

（
註
５
）　

片
桐
洋
一
・
大
阪
女
子
大
学
物
語
研
究
会
『
源
氏
物
語
絵
詞
─
翻
刻
と
解
説
』
大
学
堂
書
店
、
一
九

八
三
年
一
月

（
註
６
）　

本
場
面
の
先
行
作
例
や
、
物
語
本
文
中
に
記
載
の
な
い
碁
盤
に
紫
の
君
が
立
つ
と
い
う
描
写
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
。

　
　
　
　

伊
井
春
樹
「『
源
氏
綱
目
』
の
挿
絵
」（
平
安
文
学
論
究
界
編
『
講
座
平
安
文
学
論
究 

第
八
輯　

文

学
と
絵
画
』
風
間
書
房
、
一
九
九
二
年
五
月
）

　
　
　
　

久
下
裕
利
「
絵
入
版
本
『
源
氏
物
語
』
の〈
葵
〉図
を
読
む
─
碁
盤
に
立
つ
紫
君
」（『
学
苑
』
六
六
八
、

一
九
九
五
年
九
月
）

　
　
　
　

鈴
木
廣
之「
十
六
・
十
七
世
紀
日
本
絵
画
に
お
け
る
古
典
の
継
承
」（『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
別
冊
』八
、

一
九
九
〇
年
十
一
月
）

　
　
　
　

片
桐
弥
生
「
美
術
史
に
お
け
る
源
氏
物
語　

─
源
氏
絵
の
場
面
選
択
と
図
様
の
問
題
を
中
心
に
─
」

（
増
田
繁
夫
・
鈴
木
日
出
男
・
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
研
究
集
成
』
十
四
、
風
間
書
房
、
二
〇

〇
〇
年
六
月
）

（
註
７
）　

久
下
裕
利
氏
に
よ
れ
ば
、
扇
を
持
っ
た
姿
で
描
か
れ
る
例
は
比
較
的
少
な
く
、
葵
の
「
あ
ふ
ひ
」
と

「
あ
ふ
ぎ
」
を
か
け
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
久
下
前
掲
論
文
註（
６
））。

（
註
８
）　

片
桐
前
掲
論
文
註（
６
）

（
註
９
）　

如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
の
「
澪
標
」
で
は
、
淡
彩
で
橙
色
の
葉
を

つ
け
る
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
具
慶
は
こ
の
表
現
を
継
承
し
つ
つ
、
本
屏
風
で
は
濃
彩
の
鮮
や

か
な
描
写
へ
と
昇
華
し
て
い
る
。

（
註
10
）　

野
口
剛
「
中
・
近
世
の
源
氏
絵
の
展
開　

─
住
吉
具
慶
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ

デ
ィ
と
し
て
─
」（
高
橋
亨
編
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学  

十　

王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
竹
林
舎
、

二
〇
一
〇
年
五
月
）。
稲
本
万
里
子
「
住
吉
具
慶
筆　

源
氏
物
語
図
屛
風
」（『
国
華
』
一
五
五
〇
、

二
〇
二
四
年
十
二
月
）。
稲
本
万
里
子
「
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
の
図
様
と
主
題
」（『
恵

泉
女
学
園
大
学
紀
要
』
三
六
、
二
〇
二
五
年
三
月
）。

（
註
11
）　

②
Ｍ
Ｏ
Ａ
本
と
③
東
京
国
立
博
物
館
本
「
源
氏
物
語
四
季
賀
絵
巻
」
は
、
榊
原
悟
氏
に
よ
り
、「
広

純
之
印
」
が
捺
さ
れ
る
③
が
、「
広
澄
」
印
を
捺
す
②
に
先
行
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
榊
原
前

掲
論
文
註
（
１
））。
こ
れ
に
つ
い
て
、
筆
者
は
画
風
や
落
款
の
比
較
か
ら
、
③
が
後
発
の
作
で
あ

り
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
頃
の
成
立
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿

「
住
吉
具
慶
の
源
氏
絵
」（
図
録
『
源
氏
物
語 T

H
E T

A
LE O

F GEN
JI 

─
「
源
氏
文
化
」
の
拡

が
り　

絵
画
、
工
芸
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
─
』
東
京
富
士
美
術
館
、
二
〇
二
四
年
二
月
））。
こ

れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
作
と
面
貌
表
現
の
特
徴
を
共
有
す
る
③
は
、
本
作
の
制
作
時

期
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

（
註
12
）　

⑤
「
源
氏
物
語
図
屛
風　

若
菜
上
・
下
」
は
、「
法
橋
具
慶
筆
」
款
記
に
「
広
澄
之
印
」
白
文
方
印

を
捺
す
が
、
こ
の
印
は
本
稿
執
筆
時
点
で
⑤
を
除
い
て
法
眼
時
代
の
作
に
し
か
確
認
で
き
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
⑤
を
法
眼
叙
任
に
近
い
時
期
の
作
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が

あ
る
が（
註（
11
）拙
稿
）、
こ
こ
で
結
論
を
急
ぐ
こ
と
は
せ
ず
、
批
評
を
俟
ち
つ
つ
検
討
を
続
け
た
い
。

［
画
像
出
典
］

口
絵
18
、
19
、
挿
図
３　

株
式
会
社
便
利
堂
撮
影

口
絵
20
、
21
、
挿
図
１
～
２
、
５
～
13
、
15
～
17　

筆
者
撮
影

挿
図
４　
『
源
氏
物
語
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
九
八
年
五
月
）よ
り
転
載

挿
図
14　

ColBase

（https://colbase.nich.go.jp/

）

［
付
記
］

作
品
調
査
お
よ
び
画
像
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
・
後
藤
健
一
郎
氏
、
根
津
美

術
館
・
野
口
剛
氏
、
荒
川
麻
美
子
氏
、
福
岡
市
博
物
館
・
佐
々
木
あ
き
つ
氏
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し

た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




